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「大学コンソーシアム香川」ＩＲ情報分析データ 

「県内高校生の自県大学等進学状況 及び 県内大学等からの自県就職状況」 

 

令和２年 10月 13日 

 

１ 香川県の人口 

 

 

 

出所：香川県人口移動調査報告 

◯香川県の人口は平成 11（1999）年の約 103万人をピークとして減少に転じ、令和２年（2020）

年には約 95万人となっている。 

◯15歳未満（年少人口）、15歳～64歳（生産年齢人口）が減少し、65歳以上（老年人口）が増

加している。 

◯20歳代人口は、8％前後で推移している。 
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【参考】 

新・せとうち田園都市創造計画実施状況（令和元年度施策評価結果） 

香川県政策部政策課 

 人口の社会増減 

主な要因 

製造業をはじめとする成長産業の育成や、希少糖、オリーブといった本県ならではの

地域資源を生かした重点的なプロジェクトを推進したが、大阪、東京といった大都市圏

への志向などにより、県外大学進学者数が増加したことや、いわゆる売り手市場の中、

大手企業への就職志向などにより、県内大学卒業生の県外就職者数が増加したことなど

により、人口の社会増減は平成 29 年の▲76 人から、平成 30 年には▲655 人と減少幅

が拡大した。 

  今後の対応 

県外への人口流出に歯止めをかけるため、地域の強みを生かした成長産業の育成や企

業立地等により、雇用の場を確保するほか、本県への移住・定住を促進するための取組

みを市町等と連携して進めるとともに、若者の県内定着を促進するため、県内大学等と

の連携を強化するなど、人口の社会増に向けた取組みを推進していく。 

 

基準値(H27年) 実績値(H30年) 目標値(R2年) 

４８１人 ▲６５５ ▲１８０人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

２ 香川県の大学生数 

 

 

 

 

出所：文部科学省学校基本調査 

 

◯香川県の大学進学者のうち、82.1％～82.5％が県外大学に進学している 

◯香川県の大学進学者のうち、17.5％～17.9％が県内大学に進学している。 

◯県外のうち、三大都市圏（近畿・関東・東海）が 47.2％～48.6％を占めている。 

◯香川県の自県進学率は全国で 41番目であり、四国４県の中で最も低い。（平成 31年 3月卒） 

   徳島県 39.1％  愛媛県 30.9％  高知県 24.2％  香川県 17.7％ 
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出所：文部科学省学校基本調査 

 

◯香川県の短大進学者のうち、63.4％～70.0％が県内短大に進学している。 

◯香川県の短大進学者のうち、30.0％～36.6％が県外短大に進学している。 

◯県外のうち、三大都市圏（近畿・関東・東海）が 15.1％～19.0％を占めている。 

 

(人) 
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【参考】新・せとうち田園都市創造計画実施状況（令和元年度施策評価結果） 

香川県政策部政策課 

自県大学進学者の割合 

主な要因 

自県大学進学者の割合は、平成 27 年度：17.7%（784/4,422 名）から平成 30 年度：

17.5%（837/4,778 名）と 0.2 ポイント低下した。これは、自県大学への進学者数は、

増加したものの、大阪、東京といった大都市圏への志向などにより、県外大学進学者数

も増加したためと考えられる。 

  今後の対応 

自県大学への進学者数は、増加傾向にあるものの、より一層の若者の県内定着に向

け、若者県内定着促進支援補助金や大学コンソーシアム香川における県内高校生等を対

象とした県内大学の情報発信など、県内の若者から選ばれる魅力ある大学づくりに向け

た取組みが充実するよう努める。 

 

基準値(H27年) 実績値(H30年) 目標値(R2年) 

１７.７％ １７.５％ ２１.０％ 
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３ 香川県内の大学生の就職先 

 

 （香川県調べ） 

 

■県内大学からの県内就職は 40.6％～45.3％ 

・県内出身者のうち 

 県内就職 76.7％～82.3％ 

県外就職 17.7％～23.3％ 

・県外出身者のうち 

県内就職 17.8％～21.6％ 

県外就職 78.4％～82.2％ 

◯県内出身者の約 80％は県内に就職 

◯県外出身者の約 80％は県外に就職 

⇒ 県内大学に進学すれば県内就職につながる 



7 

 

 

 

 

４ 今後の方向性 

 ◯香川県の自県大学進学率が低い理由について、高校生や教員等を対象としたアンケート調査

などを通じて分析する必要がある。 

 ◯コンソーシアム香川の取組を通じて、県内大学等の特長や、自県大学等に進学した場合のメ

リット等についてなお一層の広報活動が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】新・せとうち田園都市創造計画実施状況（令和元年度施策評価結果） 

香川県政策部政策課 

県内大学卒業生の県内就職率 

主な要因 

県内大学の卒業生のうち県内就職した者の割合は、平成 27 年度：42.8%（646/1,511 

名）から平成 30 年度：40.6%（649/1,598 名）と 2.2 ポイント低下した。これは、い

わゆる売り手市場の中、大手企業への就職志向などにより、県内就職率が低下したため

と考えられる。 

  今後の対応 

より一層の若者の県内定着に向け、若者県内定着促進支援補助金を活用した県内大学

における県内企業との就職マッチングセミナーや企業見学会など、学生の県内就職を増

やすための取組みが充実するよう努める。 

また、就職活動を迎える前の学生に対して、県内就職が将来の選択肢となるよう、県

内企業の経営者等が講師となって県内企業の魅力などを発信する単位認定型の特別講義

によるキャリア教育を推進する。 

 

基準値(H27年) 実績値(H30年) 目標値(R2年) 

４２.８％ ４０.６％ ５２.０％ 
 


